
弾劾声明

ＪＲ水戸支社によるＫ５４４の「偽装交検」と郡山回送を徹底弾劾する！

さる７月１６日、動労水戸と職場の労働者の抗議を無視して被曝車両Ｋ５４４編成の交

番検査が強行され、本日郡山総合車両センターに無動力回送され全般検査にかけられよう

としている。動労水戸は、ＪＲ東日本によるこの暴挙を徹底弾劾する。郡山では、労働者

から当然の様に不安の声が上がっていることに対して「勝田車両センターでも交番検査を

したから大丈夫」と説得されているという。冗談ではない。動労水戸の猛然たる抗議とス

トライキ、職場労働者の不安の声によって「通常の交番検査」など行われなかった。しか

し、「通常通りやった」と虚偽の報告がなされている。言わば「交検」をやったことにし

て郡山に送ってしまえば「向こうの方が空間線量が高いから問題にならないだろう」とい

う発想だ。「水戸では問題になるが、福島・郡山では問題にならない」―ここにこそ福島

県民全体を切り捨てる許し難い論理がある。原発１０キロ圏の竜田延伸のためのＫ５４４

編成の運用強行には、国とＪＲによる福島県民切り捨ての論理が貫かれているのだ。

そして、さらに許し難いことは、この様な非道を通すために、鉄道会社としてあっては

ならない虚偽の検査と報告を行っているということである。

第一に、Ｋ５４４編成について「通常の交検」など一切やられていないということであ

る。この日動労水戸はストライキを構え、早朝から猛然たる抗議行動を展開していた。そ

の監視の中で午前中には、機器箱も開けない、「絶縁試験」（交検にそんな絶縁試験はな

い）、各モーター４カ所のカーボンブラシの上１カ所のふたを開けた測定（通常全部測定）

程度しかやられていない。ドア検査も無しだ。午後は、制御器の「カム回し」と引き通し

のみ。動作試験もブレーキ試験も省略。こんなものが交番検査であるはずがない。

第二に、それでも水戸支社は「通常の交検をやった」と言い張り、「作業日報」には通

常の交検をやったかのように虚偽の記載がなされ、助役の印鑑が押されている。また各編

成の「検査台帳」には、計ってもいないカーボンブラシの寸法や絶縁抵抗測定記録が全て

記載されている。しかし、ディスクブレーキの寸法の記載はない。車両の床下のチョーク

チェックを見れば、機器箱の大半が開けられていないことも歴然としている。動労水戸組

合員をはじめ現場の労働者が見ている以上、嘘は通らない。この様な虚偽が一端まかり通

るならば、それこそ原発事故の道であり、尼崎事故の道ではないのか。「偽装交検」を「通

常の交検」と言い張る会社を弾劾するのでなく、他組合もまた「通常の交検」と言い張ろ

うとするのだろうか。そこに労働者を守り、仲間を守るはずの労働組合が、会社を守る側

に立っている腐敗が現れている。

第三に、被曝車両Ｋ５４４編成の線量について、「郡山の方が高いから問題はない。動

労水戸が騒ぎすぎている」と言う会社や他労組の中傷こそが「世界の非常識」だというこ

とだ。そもそも空間線量は内部被曝を問題としない基準に過ぎない。より深刻なのは、ホ

コリの吸引などによる内部被曝にある。しかも、放射能は１年や２年では消えない。セシ

ウムの半減期は約３０年であり、およそ人間の感覚では捉えられない影響を与え続ける。

実際、２年以上にわたって野ざらしのままだったＫ５４４の数値も下がらなかった。その

事実に驚愕したＪＲ水戸支社は、放射性物質の存在を認めながら、ホコリの直接測定を拒

否し続けたのである。チェルノブイリでは、事故から２７年経っても１２０キロ圏に至る

まで放射線障害が出続けている。それが現実なのだ。チェルノブイリのセシウムと日本の

セシウムは違うとでも言い張るのだろうか。絶対に軽視してはならない。

こうして、やりもしない交検をやったと言い張り、郡山の仲間に一層の被曝を強制しよ

うとすることに我々は絶対反対する。福島の人々は空間線量が高いところにいるからこそ、

勝田の労働者以上に内部被曝の脅威から守られなければならないのではないのか。史上空

前の収益を上げ続けているＪＲ東日本による、Ｋ５４４編成の違法交検を通じた全般検査

による被曝強制に絶対反対し、その廃車を要求する。動労水戸は、福島県民とそこで働く

人々と団結し徹底的に闘い抜くことを改めて宣言する。
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